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竹

ウタ

ア
メ

リ

カ
が

つ
い

に
署

名

一
九
九

四
年

四
月
二
二

日
に
日
本

に
お

い

て
子
ど
も

の
権
利
条
約

が
批

准
さ
れ
て
か
ら

丸

一
年

に
な

ろ
う
と
し

て
い
る
。

こ
の
間
、
批
准
国
は

一
六
九
カ
国
（
95
年

2

月

22

日
付

ユ

ニ
セ

フ

『

ア

ッ
プ

デ

イ

ト
』
）

に

の
ぼ

り

、

つ
い

に

ア

メ
リ

カ

も

2
月

16

日

に
条
約
に
署
名
（
署
名
国

一
七
六
カ
国
）
し

た
。日

本

が
条
約
を
批
准
し

て
か
ら

い

っ
た

い

ど

の
よ
う
な
変
化
が
生

れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

子

ど

も

の
人

権

オ

ン
ブ

ズ

マ
ン
始

動

／

確
か

に
政
府

サ
イ
ド

で
の
取
り
組
み
が
始

ま

っ
た

こ
と

ば
注
目

に
値
す

る
。
法
務
省

は

一
九
九
四
年
度
よ
り
「
子
ど
も
の
人
権
専
門

委
員
」
を
設
置
（
本
誌
15
号
参
照
）
。

リ
ー

フ

レ

ッ
ト

『
子

ど

も

の
人

権

オ

ン
ブ

ズ

マ
ン
』

を
発
行
、
表
紙

に
は
「
ぼ
く
た
ち
は
ち

っ
ち

ゃ
い
け
ど

一
人
前

の
人
間
な

ん
だ
。

の
び

の

び
元
気

に
や

っ
て
い
く
権
利
が
あ
る
ん
だ
」

と
あ

る
。
厚
生
省
は
、
家
庭
内

の
子
ど
も
虐

待
・
育
児
不
安
等
の
養
育
問
題
に
対
す
る
支

援
を
目
的
と
し
て
、
「
都
市
家
庭
在
宅
支
援

事
業
」
を
開
始
、
94
年
10
月
に
は
「
相
当
な

経
験
を
有
す
る
直
接
処
遇
職
員
」
を
13
都
市

に
配
置

し
た
（
但

し
、
「

児
童
福

祉

ア
ド
ボ

ケ
一
夕
ー
」

の
呼
称

は
と

ら
な
い
と

い
う
。

－

厚
生
省
児
童
家
庭
局
家
庭
福
祉
課
の
コ

誌

（
「
動
き
出
し
た
子

ど
も

た
ち

」

シ
リ

ー

ズ

、
「
子

ど

も

ア
ク

シ

ョ

ン
広

場

」

な

ど

）

で
も
全

国

の
動

き
を
紹

介
し
た
が
、

そ
の
中

で
千
葉
県
高
校
生
徒
会
連
盟
を
母
体
に
し
た

メ

ン
ト
及
び

『
助
成
実
施

要
領
』

に
よ
る
）
。

し
か
し
外
務
省

の
ポ

ス

タ
ー
は

〝
一
過
性
″

の
よ

う

で
あ

る
し
、
文
部
省

の

5
・

20
通
知

に
よ

っ
て
学

校

で

の
普

及

も

ス

ム
ー
ズ

に

は

い

っ
て

い
な

い
。

む

し
ろ
、
小
学
生
低
学
年
版
、

小
学
生
高
学
年
版
、
中

・

高
校
生
版
と

三
種
類

の
パ

ン

フ

レ

ッ
ト

『
子

ど

も

の

権
利
条
約

っ
て
な

に
』
を

配
布
し
た
川
崎
（
川
崎
市

人墓

石議）

な
ど
、
地
域
・
自
治
体
に

よ
る
普
及
活
動

に
期
待
が

集

ま

っ
て
い
る
。

行
動
す
る
子
ど

も
た
ち

こ
の

一
年

で

の
大
き

な

変
化

は
子
ど
も

た
ち
の
動

き

で
あ

ろ
う
。
す

で
に
本

子ど も ア ク シ ョン 広場 （ 1g 94年 ‖ 月 5 日 ） に参 加 した 生 徒 人権 プ ロ ジ ェク ト実 行 委 鼻 会 の メ ン

バー。左端が吉 田要 介さん。



「
生
徒
人
権
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

の
活

動

は
め
ざ

ま
し

い
。

94
年

11
月

20

日

「
生

徒

人

権

フ

ェ
ス
テ

ィ

バ

ル
」

で

「
生

徒

人
権
宣
言
」
を
公
表

（
毎
日
新
聞
千
葉
版
11

月
20
日
付
）
、
同
年
12
月
に
は
知
事
、
県
教

育
長
な
ど
に
「
公
開
質
問
状
」
を
出
し
回
答

を
求
め
た
（
本
誌
2
～
3
頁
参
照
）
。
同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は
95
年

2
月
2

日
、
千
葉
県
教

育
庁
通
知
「
卒
業
式
及
び
入
学
式
に
お
け
る

国
旗
掲
揚

、
国
歌
斉

唱

の
指
導

の
徹
底

に

つ

い
て
」
（
94
年

11
月

11
日
付

）
に
対

し
、
「
抗

議
文
」
を
県
教
育
長

あ

て
に
送

っ
た
。
ま
た

同

日
、

日
の
丸
・

君
が
代

に
閲
し
、
甘
同
校
職

員
会
議
録

の
開
示
を
請
求

し

て
い
る
。

埼
玉
で
は
、
上
尾
高
校
が
95
年
2
～
3
月

に
か
け

て
「
生
徒

の
権
利
宣

言
」
づ
く
り

に

取
り
組
ん

で
い
る
。
川

口
青
陸
高
校

で
は
昨

秋
「
権
利
条
約
紹
介
劇
」
を
上
演
、
川
口
市

立
青
木
中
学

校

で
も
「
私
た
ち

の
ク
ラ
ス
憲

章

」
が
作
ら
れ
た
。

北
海
道

で
は
、
「

子
ど

も

の
権
利

条
約

を

広
め
る
10
代

の
会

」
が
札
幌

駅

で
条
約
普
及

の
た
め

の
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し

て
い
る

（
本

誌
4
頁
）。

大
阪

で
は
94
年

12
月
21

日
に
J

H
C

（
学

校
に
不
満
を
持

っ
て
い
る
中
学
生

の
会
）
が

村
山
首
相
、
土
井

議
長
ほ
か

に
対

し

て
い
じ

め
問
題
と
か
か
わ
り
子
ど
も
と

の
直
接
対
話

の
環
境

づ
く
り
を
要
望

、
95
年
2
月

16

日
に

は
J
H
C
代
表
者
個
人
名

で
私
服
登
校
に
対

す

る
学
校

の
不
当

な
圧
力
、
生

徒

に
よ

る
暴

行
、

い
や
が
ら
せ

に
対

す
る
善
処

方

の
要
望

書
を
送

っ
て
い
る
。

（
文
‡

喜
多
明
人
）

生
徒
人
権
宣
言
で
文
書
回
答
を
求
め
る

吉

田
要
介
（
柑
才
）

生

徒
人
権
宣
言
と

い
う
言
葉
を
初
め

て
耳

に
す
る

（
目
に
す

る
）
方

の
た
め

に
簡
単

に

説

明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
人
権
宣
言

と
い
う

の
は
、
生
徒
人
権

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
と
い
う
千
葉
県
の
生
徒
会
連
盟
か

ら
生

ま
れ
た
高
校
生
だ
け

か
ら
な

る
組
織

に

よ

っ
て
実
行

し
た
生
徒
人
権
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
三
本
柱

の

一
つ
で
す
。
ち
な

み
に
三
本
柱

と

は

、
「
生

徒

人
権

フ

ェ
ス

テ

ィ

バ

ル

の
主

催
」
「
生
徒
人
権
冊
子

の
作
成

」

そ
し

て

こ

の
「
生
徒
人
権
宣
言

の
実
施
」

で
す
。

こ
の
三
本
柱

は
次

の
二

つ
の
意
義
を
持

っ

て
い
ま
す
。

一
つ
は
「
生

徒

（
子

ど
も

）
、

教
師
、
親
（
大
人
）
の
意
識
に
革
命
を
起
こ

す
」
も

う

一
つ
は
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
制

定
五
周
年
、
日
本
批
准
半
年
を
振
り
返
る
」

こ
と

で
す

。

フ

ェ
ス
テ

ィ
バ

ル

で

は
生

徒

に
よ

る

掛

け

合
い
的
な
講
演
と
権
利
条
約
の
学
習
会
を
行

い
、
冊
子

の
方

は
、
権
利
条
約
が
批
准
さ
れ

た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ほ
と

ん
で
変
わ

っ
て

い
な

い
現
状
を
見

て
ど
う
感
じ

て
い
る
か
、

権
利
条
約
を
自
分
達
の
学
校
生
活
に
当

て
は

め

た
ら
ど

う
な

る
の
か
、
な
ど
私
た
ち
高
校

生

の
視
点

か
ら
感
じ
た

こ
と
を
載
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
生
徒
人
権
宣
言
は
権
利
条
約
を
学
校

現
場

に
置

き
換
え

て
み
た
と
き

に
こ
う

い
う

こ
と

が
言

え
る
は
ず
だ
と

い
う

こ
と
を

四
十

一
項
目

に
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

宣
言
は
宣
言
し
た
だ
け

で
は
、
具
体
的
な

効
力
を
持

た
な

い
の
で
、
「

こ

の
生

徒
人
権

宣
言
は
、
わ
れ
わ
れ
生
徒
か
ら
み

て
当
然

の

っ
向

か
ら
否
定
す

る
と

こ
ろ
は
あ

り
ま

せ
ん

で
し
た
が
、
私
達

に
と

っ
て
最
も
重
要
な

こ

と

で
あ

り
、
認
め

て
欲

し
か

っ
た
条
約
か
ら

波
及
す

る
効
果

に

つ
い
て
、
お
上

（
教
育
委

権
利
と

い
え
る
も

の
で
す

が
、
実
際

に
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ

て
い
な

い
学

校
が
あ
る

の
が
現
状

で
あ

る

の
で
、

一
九
九

五
年

一
月
末
日
ま

で
に
文
書

で
（
宣
言

の
）
何

が
認
め

ら
れ

る

の

か

、

認

め

ら

れ

な

い
も

の
に

つ
い

て

は
そ

の
理
由
を
教

え
て
い
た
だ
き

た

い
。
」
と

い
う
主
旨

の
公
開
質

問
状

を
出
す

こ
と

に
し
ま
し
た
。

こ

の
質

問
状

は
、
わ
れ
わ
れ
が
住
ん

で
い
る
、

あ
る
い
は
通

っ
て
い
る
学
校

の
あ
る

市
長
、
市
議
会
議
長
、
市
の
教
育
長
、

そ
し
て
県
知
事
、
県
議
会
議
長
、
県

の
教
育
長
、
県
教
組
、
県
弁
連
、
子

ど
も

の
人
権
連

な
ど

の
権
利
条
約

と

な
に
か
し
ら
関
係

し
て
い
る
の

で
は

な
い
か
と
思

わ
れ

る
所

に
、
郵
送

で

は
な
く
直
接
担
当
者

に
手
渡

し
ま
し

た
。大

人
側

の
対
応

、

つ
ま

り
回
答

と

し

て

は
、

ほ

ぼ
各

項

目

に

つ
い

て

回

答
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
無

回

答

ま
で
さ
ま
ざ

ま
あ

り
ま
し

た
。

さ

す
が
に
「
子
供

の
権
利
条
約
」
を
真

論
弟
・

東
方

地
は
の

粘
性
丑
帝

ぷ
十
六

人
が

格
成
し

た

蛋

稚
人

型

フ
ロ
ジ

ェ
ッ
ト
甘
▲1
け
葬

具
虫
こ
の
メ
ン
ハ
ー
か
、
知
事
と
典
肇

長
、
丸
彗

護

良
あ
て
に
、
百
分
た
ち
か
ま
と
め
た

蒜

ふ
能
人

推
賞
玉
［

に

つ
い
て
見

解
を
求

め
る
一
雨

状
を

抜
出

し
た

。
ま
た

、
手

と
も
の
人

樅

に
附

す
－
叫
孜
河
山

普
及

を
頼
め

1q
文
書
を

知
事
と

県
光
背

具
に

出
し

た
。

前
野
群
珊
知

事

ら

に
質

問
状

実
行
毒

虫
が
十

一
月
に
作

成
し
た

r生
徒
人
望

召
j
は

①

百

分
の
こ
と

を

臼
分
で
決

め

一旬
稚
判
㊥
身
体
の
自
由
壱
守
lO

輔
判
⑳
学
校
に
行
く
稚
利
・
行

か

な
い

鴨
利
◎

心
の

自
由
を

守

－毒

判
、
の
四
‡
に
分
か
れ
、

【
生
徒

は
百
分

の
意

見
を
自

由

に
毒

す
る
こ
と
が
で
き
1空

「
生
徒

に
対
す

る
体

刑
お
よ

び

青

葉
の

恭
力
は

行
わ

れ
て
は

な

ら

な
い

」
な
ど

四
十

一
の
条

文

が
専

心
。

井
閥

状
は
、

「
生

徒
の
人

稚

が
稚
立
さ
れ
て
い
な
い
一変
あ
）

し
萎

」
の
原
田
と
そ
れ
を

改

肯
す

る
プ

ロ
セ
ス
を

聞
い

、

四

十

】
の

集
一骨

て
れ

ぞ
れ
に

つ

い

て

言

ハ
体
的

に
示
し

て
く
だ

さ

い
」
と

求
め

た
，

ま
た

、
期

限

を
兼
任

一
月
兼

ま

で
と
し

、

「

文
●
で

回
答
し

て
く

だ
さ
小
心

「要 しき現状」と改善策

文書での回答を求める

よ
う

、
お
＃
い

準

レ
讃
す

J
と

し
て
い

る
。

実
行
季
の
薫

盈
を
弼
め
る

爪
立

兼
石
肌
識

校
三

尊
の

吉
田

葉
介

≠宍

】
与
は

コ
ナ
ど
も

の
稚

利
集

約
に
よ

っ
て
捷

た
ち

は
意

見
を
孝
明
す
る
撫
利
ふ
帝

た
。

熊
た
ち
の
‡
見
に
対
し
て
、
大

人
は
許
住
専

匂
回
答
を
す
べ
さ

だ
と
届
い
、
丼
問
状
そ
粒
出
し

た
。
辞
た
ち
は
校
取
の
自
由
な

芯

ま
れ

た

高

校

で

学
ん

で

い

る

が

、
回

苔

を

博

一〇
こ
と

に

よ

っ
て

、

県

内

の

高
校

生

が

少
し
で
古

田
に
忠
男
を
言
え

る
よ

う

に

な

れ

は

」
と

話

し

た
。平

間
伐
と
網
棚
仙芝

重

け
取

っ
た
帰

漁
貰
は

一
束

守

一
月

ま

で
の
期

限
を
も

ら

っ
た
の

で
、

憫
鮪
各
那
と
望

叩し
て
対
処
す

一ど

と

議
し
て

い
る

。

朝日新聞ちば首都圏版 柑g4年 12月 15 日



貞
会
等

の
行
政
機
関
）
は
「
そ
う

い
う

こ
と

は
各
学
校

に
ま
か
せ
て

い
る
」
「
各
校

長

の

判

断
に
し
た
が
う

こ
と
」
な
ど
と

い

っ
て
ま

し
た
。
と

こ
ろ
が
当

の
現
場

で
あ

る
学
校

で

は
、
「
上
が
決
め
た

こ
と
だ
か
ら
」
「
教
育
的

配
慮

」
と

か
、
そ
う

い
う
言
葉

で
ご

ま
か
さ

れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多

々
あ

り
ま

し
た
。

そ
れ

で
も

こ
の
活
動
を
通

し
て
、
今

ま
で

の
大
人
社
会

の
タ
ブ
ー
を

い
く

つ
か
壊
す

こ

と
が

で
き

た
と

い
え
ま
す
。

そ
れ

は
、
生
徒

に
よ
る
意

見
表
明
を
学
校
内
だ
け

に
と
ど

ま

ら
す
に
学
校
外

の
教
育
委
員
会
や
文
部
省
に

対

し

て
行

っ
た

こ
と
や
、
署
名
活
動
を
行

っ

た

り

、
私

た

ち

子

ど
も

が

マ

ス

コ
、、、利

用

の

観
点

か
ら
記
者
会

見
を
開

い
た
り
し

た
こ
と

で
す
。
そ
れ

に
公
開
質
問
状
等

の
意
見
表
明

に
対

し
て
公
文

書
開
示
請
求
を
行

う
こ
と

で

ど

の
様
な
経

過

で
回
答
が
出

さ
れ

た
か
も
調

べ
た

り

し

ま

し

た
。

結
果
と
し

て
生
徒
人
権
宣
言

に
対
す

る
大

人

の
対
応

は
ど
れ
も
子
ど
も

で
あ

る
私

た
ち

を
満
足
さ
せ
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
そ

の
結

果
よ
り
も
、
様

々
な
意
見
表

明

へ
至
る
過
程
が
大
事
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
大

人
側
が
何
を

し
て
く
れ

る
の
か

で
は
な
く
、
子
ど
も
が
何
を
す

る
か
が
重
要

な

の

で
す

。

い

つ
ま

で
も

大

人

が

し

て

く
れ

る
の
を
待

っ
て
い
て
は
、
主
役

で
あ

る
子
ど

も
が
何
も
し
な
け
れ
ば
子
ど
も

の
権
利
条
約

が
か
わ

い
そ
う

で
す
。
と
は

い

っ
て
も

、
大

人

の
協
力

も
必
要
な
こ
と
も
確
か

で
す
。

こ

の
四
月

で
権
利
条
約
批
准

一
年

で
す
。
新

た

な
活
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

で
き
れ
ば

一
緒

こ

：
．
〇

さ

私達学校生徒 は、日本 国が批准 した 「子 どもの権利 集約」によって、私達 にさまざまな権利 があることを確認 した。

しか し、 先 に述 べ た よ う に 、 そ の権 利 が しば しば侵 さ れ て い る こ と ば否 定 で き な い 。

そ こで私達 は、私達が持 つ権利 から見て以下 の事項が 「当然 のことと して認 められること」 である と考え 、またそ

れを守る人間 になる決意 を し、ここに宣言 する。

Ⅰ． 自分 の ことを自分で決 める権利 について

1 ．生 徒 は、 自分の意見 を自由に主張す ることが出来 る。

2 ．生 徒 は、 自分の将来 の進路 を自分 で決 める ことが出

来 る。

3 ． 生 徒 は 、 自分 の 内 申 書 を 自由 に見 る こ と が出 来 る。

4 ．生 徒 は、 自分の内申書の記載事項 を訂正 させ る こと

が出来 る。

5 ．生徒 は、 自分の服装・装飾品お よび髪型 を自分で決

め る こ とが 出 来 る。

6 ．生 徒 は、「服装・髪型・所持品」検 査 を拒 否す るこ

と が 出来 る。

7 ．生 徒は、教 師に よる物品没収を拒否す ることが出来

る 。

8 ．生 徒は、免 許・ 資格を 自由に取得す ることが出来 る。

9 ． 生 徒 は 、 アル バ イ トを 自由 に 行 な う こ とが 出 来 る。

10．生徒 の 「集 会・ 団結・ 結社お よび政治活動の 自由」

は保 障 され る。

1 1． 生 徒 は 、署 名 を 集 め る こ とが で き、 また 、 そ れ を 渡

す相手 に回答 を求め ることが出来 る。

12．生徒 は、自分達に関わ る金銭の話 し合い に自分達の

意 見 を反 映 さ せ る こ とが 出来 る。

13．生徒 は、学校行事 に自分達 の意 見を反映 させ ること

が出来 る。

14．生徒 は、自分達 の活動 の顧 問を務め る教師を選ぶ こ

とが 出来 る。

15．生徒会 の決定 および生徒 の自治 活動 は、尊 重 されな

けれ ば な らな い 。

16．生徒 に関わ る校則等 の境則 は、生 徒会・職 員会議 ・

P T A の話 し合 いに基 づいて決定 や改訂 されなければ

な らな い 。

17．生徒会 による、生徒会施設 の保障要求 は、尊重 され

る 。

18 ．生徒会 は、職員会議 および P T A の会議を傍聴 す る

事が 出来 る。

Ⅱ．身体の 自由 を守 る権利 について

19 ．生徒 に対す る体罰及 び言葉 の暴力 は、行 われてはな

らな い。

20．生 徒は、罰 と して の労働を強制 されない。

2 1．生徒 は、「連帯責任」 に基づ く罰 を強制 され ない。

22．生徒 は、教師が決 めた、国民体育大会等への「動員」

を強制 されない。

23． 生 徒 は、 ク ラ ブ活 動 を 自 由 に 休止 ・ 脱 退 す る こ とが

出来 る 。

24．生徒 は、学校外及 び休業 中の生活 への、教 師 による

干渉 を拒否 するこ とが出来 る。

Ⅲ．学校 に行 く権利・行 かない権利 につ いて

25．生徒 に対す る、不 当な停学・謹慎及 び退学 処分 は行

なわ れ て は な らな い 。

26．生徒 の落第 に対す る予防処置 は、十分 に行なわれ な

けれ ば な らな い。

27．遅刻 した生徒 の「授業 に参加す る権利」 を侵 して は

な らな い。

28．生徒 は、 自 らの意志 によ り、学校 の行事 に参加す る

こ とが 出 来 る。

29．生徒 は、学校で規定 され た範囲 内において、放課 後

を 校 内 で 自 由 に過 ごす こ とが 出 来 る 。

30． 生 徒 は、 自 らの 意 志 に よ り、 学 校 を休 業 す る こ とが

出 来 る。

Ⅳ．心の 自由を守 る権利 につ いて

31．生徒 に対す る、人種・ 民族・ 国籍・ 性別及 び家庭環

境に基づ く差別 は、行われて はな らない。

32．偏差値等 によ って表現 され た「学力」 に基 づ く、生

徒の学校 生活に対 す る差別 は行われて はな らない。

33．生徒 は、「性 格 テス ト」「知能 テス ト」 を拒否 する こ

とが 出 来 る。

34． 生徒個人の、成績 の秘 密及び プライバ シーは守 らな

けれ ば な らな い 。

35．生徒に関す る通 信の 自由 は、保障 され なけれ ばな ら

な い 。

3 6．生 徒に対 する検閲 は、行なわれて はな らな い。

3 7．生 徒は、学校 において、信 教の 自由を主張す る こと

が出来 る。

38．生徒 は、学校 の行事 における「 日の丸掲 揚・ 君が代

斉唱 」を強制 されない。

39．生 徒は、献血・募金等 の “慈善 活動 ”を強制 され な

い 。

40．生徒 は、密告 を強制 されない。

4 1． 生 徒 は 、 自 由 に恋 愛 を行 な う こ とが 出来 る。



雷

亀
◎
健
闘
歯
鞠
薗
圏
涯
魯
◎
寧
闇
膠

肥
後

智
子
（
18
才
）

「 子どもの権利集約 を私たちの手で ′」

札
幌

で
は
今
年
も
ま
た
、
例
年

の
ご
と
く

雪
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。

同
じ
時
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
広
め

る
十
代

の
会
」

で
は
『
子
ど
も

の
権
利
条
約

を
私
達

の
手

で
』
と
題
し
、
後
援

に
「
子
ど

も

の
権
利
条
約
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
札
幌
市

、

N
H
K
・
毎
日
・
読
売
新
聞
各
札
幌
支
社
、

北
海
道
新

聞
社

ら

の
協

力
を
得
、

パ
ネ

ル
展

示
を
行

っ
た
。
1
R
札
幌
駅
通
路
を
利
用
し

て
、
95
年

2
月
6
日
～

2
月
13

日
ま

で
の

一

週
間
。

こ
の
条
約

の
理
念
と
重
要
性
を
、
よ
り
多

く

の
人

に
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
視
覚
的
な

工

夫

も

こ
ら

し

、

長

さ

約

二

メ

ー

ト

ル

の

二

点

の
絵
が
、
今
回

の
メ
イ

ン
と
な

っ
た

（
写

真
）。一

方

に
は
「
世

界

の
子
ど
も

の
現
実
」
飢

餓
や
戦
乱

に
巻
き
込
ま
れ
殺
さ
れ

て
い
く
子

ど
も
達
や
、
最
低
限

の
生
活
す
ら
、
保
障
さ

れ
て

い
な

い
子
ど
も
達

の
様
子
。
そ
し

て
、

白

い
鳩

が

ワ

シ
づ

か

み

に
さ

れ

て

い
る

絵

。

一
方

に
は
「
平
和
な
世

界
」
。

木

々
が
ざ

わ
め
き
、
花
が
咲
き
み
だ
れ
、
人

々
が
互

い

に
慈

し
み
あ

い
な
が
ら
生
き

て
い
る
世
界

－

そ
う
な

っ
て
欲
し
い
と

の
願

い
を
込
め
た

－

の
絵
。

ま
た
、
『
子
ど
も

の
権

利
条

約

の
正

し

い

使

い
方

』
と
題
し
て
、

一
見

こ
む
ず
か
し
そ

う
な
条
約

の
内
容
を
、
自
分
達
に

一
番
身
近

な
問
題
、
（
学
校
や
家

で
の
生

活

）
と

照

ら

し
合

わ
せ
な
が

ら
、
イ
ラ
ス
ト
も
織
り
こ
み
、

分
か
り
や
す

く
紹
介

し
た
。

そ
の
他
、
条
約
文
（
喜
多
ゼ
、、、
「
小
学
生

版
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
を
参
考

に
さ
せ
て

も
ら

い
ま
し
た
〃
）
、
「
十
代

の
会
」

の
活
動

を
紹
介
。

そ
し
て
、
私

た
ち
子
ど
も

の
、
切

な

る

平
和

へ

の
願

い
と

、

こ

の
条

約

の
理
念

が

息

づ

い
た
世

界

へ・
・
と

い
う

思

い
を

、

一

篇

の
詩

に
託

し

ア
ピ

ー

ル
し

た
。

最
初
に
企
画

し
た
「

い
じ
め

に
関
す

る
リ

ア

ル
タ

イ

ム

ア

ン
ケ

ー

ト
」

が
実

行

で
き

な

か

っ
た

の
が
残
念

だ
が
、

こ
の
問
題

に
対
す

る

ア
ピ

ー

ル
は

、
今

後

と

も

続

け

て

い

く

つ

も
り
だ
。

期
間
中

、
思

っ
て
い
た
よ
り
人
通

り
が
少

か

っ
た
り
、
子

ど
も
を

見
下
す

、
そ
ん
な
無

意
識

の
意
識
を
持

っ
た
大
人

は
、
ま
だ
ま
だ

多

い
の
だ
、
と
改
め

て
思

い
知
ら

さ
れ

る
場

面
も
あ

っ
た
。

し
か
し
、
今

回

の
札
幌

駅
で
の
展

示
、
と

い
う
機
会

に
恵
ま
れ

た
の

は
、
ま

た
、
「
十

代

の
会
」

の
活
動
を

理
解

し
、
支
援

し
て
く

れ

て
い
る
人
と

の
出
会

い
が
あ

っ
た
か
ら
こ

そ

、

な

の
だ
。

そ

の
後
、

二
月
十
九

日
に
は
、
道
内

に
あ

る
静

内

町

で
開

か
れ

た

シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム

（

お

や

こ
劇

場

主
催

）

に

、

メ

ン
バ

ー
が

よ
ば

れ

交
流

が
生

ま
れ
た
。

私

た
ち

一
人

一
人

、
自
分

自
身

が
、
「

い

か
に
生
き

て

い
る
の
か
。
」

そ
う

問

い
続
け

る
事

が
、
活
動

へ
と

つ
な
が
り
、
ま

た
未
来

へ
と

つ
な

が

る

の
だ

、

と

い
う
思

い
を

、
改

め

て
そ
れ

ぞ
れ

の
胸

に
刻

み
込

ん
だ

一
週
間

だ

っ
た
。
（

一
九
九
五
年

二
月
二
十
三

日
）

4



『
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
を
広
め
る
市
民

の
会

・

沼
津

』
が
発
足
し
た
の
は
、

一
九

九
二
年

一
一
月

三

日
。
約

半
年

の
準
備
会
議
を

重
ね
て
の
発
足

で
し
た
。

準
備

の
過
程

で
の
議
論

や
学

習
を
通
し

て
、
①

人

権
保
障

の
長

い
戦

い
の
成

果
と
し

て
の
「
子
ど
も

の

権
利
条
約

」

に

つ
い
て

の
政
府

の
認
識

、
取
り
扱

い

に
多

く

の
問
題
点
が
あ

る
。
②

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん

大
人

も
広
く
知

ら
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
条

約

の
精
神

と
内
容

が
知

ら
さ
れ

て
い
な

い
。
⑨
条
約

の
精
神
と

内
容
が
子
ど
も
と
大
人

の
日
常

生
活

の
具
体
的
な
場

面

に
生

き

て
行
か
な
く
て
は
意
味

が
な

い
。
④

「
条

約
」
と
現
代

日
本

の
子
ど

も
た
ち

の
お
か
れ

て
い
る

状
況
と

の
落
差
が
あ
ま
り

に
も
大

き
く
、
条
約
を
学

び
、
広

め
、
意
識
を
変
革

し

て
行
く

こ
と
は
、
子
ど

も

の
状

況
を
変

え
て

い
く
力

に
な
る
。
と
、
会

の
基

本
と
な
る
考

え
方

が
固

ま

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

①
学
習
②
知
ら
せ
る
③
情
報
収
集
と
、
活
動

の
柱
が

三

つ
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

九
二
年

〓

月
三
日
、
山
下
英
三
郎
氏
の
記
念
講

演
を
同
時
開
催
し
て

の
発

足
集
会

で
ス
タ

ー
ト
し
ま

し
た
。
活
動

の
皮
切

り
は
、
沼
津
市
議
会

へ
国

の
早

期
批
准

を
求

め

る
意

見

書
提

出

の
要
望

で
し
た

。

（
九
二
・

一
二
、
市
議
会
は
全
会

一
致
で
採
択
）。
以

来

、

月

例

会

と

し

て

「
パ

ネ

ル
デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

一
子
ど
も

の
権
利
条
約

っ
て
な

に
？

－
」
、

地
元

で

活

躍

の
弁
護
士

を
囲

ん
で

の
「
少
年

司
法
を
と
り
く

ん

で
」
、
連
続
講
座
「
子
ど

も

の
権

利
条

約

を
読

む

Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
」
、
吉
峯
康
博
弁

護
士

を
迎

え

て
の
学

習
会
「
子
ど
も

の
人
権

－
今

」
な
ど
を

行

っ
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
自
治
労
の
第
二
回
地
方
自
治
研
究
集
会
に

基

調
報
告
者

と
し
て
参
加

、
カ

レ
ン
ダ
ー

の
販
売

、

国
内
発
効

の
九

四
年

五
月

二
二
日
に
は
「
今

日
か
ら

子

ど
も
権
利
条
約
－・
」

の
宣

伝
力
ー
を
走

ら
せ
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
に
や

っ
て
き

ま
し
た
。

登
録
会
員

は
九

二
名
。

メ
ン
バ
ー
は
母
親
、
父
親
、

高
校
生
、
青
年
、
新
聞
記
者
、
教
師
、
弁
護
士
と
多

彩

で
、
最
年
少

は
中
学

一
年
生

で
す

。

い
ま
、
3
月

二

二

日
′～
ニ
ー四

日

に
市

立

図

書

館

の
展

示

フ

ロ

ア
で

ポ

ス
タ

ー
展
を
開

く
準
備

に
入

っ
て

い
ま
す
。

子どもの権利条約を

すすめる町田の会

林大 介（代表・19才）

『
子
ど
も

の
権
利
条
約

を
す
す

め
る
町
田

の
会
』

（
略
称
「
町

田
の
会
」
）
は
、
東
京
都

の
南
部

、
神
奈

川
県
と
隣
接
す
る
町
田
市
を
本
拠
と
し
て
、
昨
年
九

月

に
発
足
し
た
準
備
会
を

経

て
、
今
年

三
月
八

日
に

正
式
発
足
し

ま
し
た
。

「
町
田
の
会
」

で
は
、
子
ど
も
と
お
と
な
が

一
緒

に
な

っ
て

①
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
を
学
び
、
広
げ
る
。

②

に
ん
げ

ん
と
し

て
あ
た
り
ま
え

の
「
権
利
」

に

つ
い

て
考

え

る
。

③

町
田
の
子

ど
も

の
よ
う
す
を
調

べ
る
。

④

い
ろ
い
ろ
な
団
体

の
と
り
く
み
と
交
流
す

る
。

⑤
国

や
町
田
市

な
ど

に
子
ど
も

の
権
利

が
守
ら
れ

る
よ
う
に
は
た
ら
き
か
け
る
。

⑥

町
田
の
会

の
と
り
く
み
を
ま
と
め

て
国
連

に
届

け

る
。
（
「
町
田

の
会

」
発
足

の
趣
意
文

よ
り
）

の
六

つ
の
活
動
を

す
す
め

て
い
く

こ
と
を
目
標
と

し

て
い
ま
す
。

そ

の
た
め
、
月

に

一
回
の
月
例
会
で
は
、

権
利
条
約

の
条
文

と
実

際

に

つ
い
て
意

見
交
流
す

る

「
学
習
」
や
、
権
利
条
約
を
す
す
め
る
活
動

の
報
告

を

す

る
「
交
流

」
、
カ

ウ

ン
タ

ー

レ
ポ

ー

ト
を

め
ざ

す
活
動

、
の
三

つ
の
活
動
を
軸

に
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
六
月

二
日

一
八
時

よ
り
町
田
市

民
ホ
ー

ル

で
開

か
れ

る

〝
町
田

の
教
育
を
す
す
め
る
市
民
の
会

「
第

一

一
回
市
民
集
会
」
″

に
全
面
的

に
協
力

す
る
こ

と
と

な
り
、
現
在

そ

の
準

備
も
行

っ
て
い
ま
す
。
今

回

の
「
市
民
集
会

」
は
子
ど
も

の
権
利
条
約
を

テ
ー

マ
と

し
て
い
る
た
め
、
町
田

の
会

で
は
創

作
劇
を

や

る
こ
と
を
決
定

し
、
町
田
市

内

の
小
学
生

か
ら
高
校

生
・

大
学
生

ま

で
お
よ
そ

三
〇
人
が
参

加
し

て
い
ま

す
。
創
作
劇

は
、
子
ど
も

の
手

に
よ
る
子
ど
も
の
権

利

に

つ
い
て
の
劇

と

い
う

こ
と

で
、
脚
本

作
り
か
ら

始

め

て
い
ま
す

。
創

作
劇

に

つ
い
て
の
決
定

が
遅
れ

た
た
め
現
在
大
変
厳

し

い
状

況

で
す
が
、
子
ど
も

・

ス
タ

ッ
フ
と
も
ど
も
は
り
き

っ
て
お
り
、
六
月
二
日

が

期

待

で
き

る

の

で
は

な

い

で
し

ょ
う

か

。

町
田
の
会
は
大
学
生
・
公
務
員
・
弁
護
士
な
ど
幅

広

い
年
齢

層
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

て
お
り
、

こ
れ
か

ら

の
活
動

が
楽

し
み

で
も
あ
り
ま
す
。

5
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浩
司

第

8
会
期
子
ど
も

の
権
利
委
員
会
が

ス
イ

ス
の
ジ

ュ
ネ

ー
プ

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会

期

は
、

一
九
九
五
年

一
月
九

日
か
ら
同
月
二

六

日
ま

で
。

報

告

国

は

フ

ィ

リ
ピ

ン
、

コ

ロ

ン

ビ

ア
、

ポ

ー

ラ

ン

ド

、

ジ

ャ

マ
イ

カ

、

デ

ン

マ
ー

ク

、

イ
ギ

リ

ス

（
報

告

順

）
で
し

た
。

一
般
討
論

（
報
告
国
か
ら

の

レ
ポ

ー
ト
形
式

で
は
な

く
、
世
界
的
な
問
題
を
、
国
連

N
G

O
、
世
界
的
規
模

の
子
ど
も

に
関
わ
る
機
関
、

民
間
N
G
O
す

べ
て
が
関
わ

り
会
場
内

で
討

諭

す

る
も

の

）

で

は
、

ガ

ー

ル
・

チ

ャ
イ

ル

ド
を
議
題

に
し
、
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
日
程
は
、
九
日
開
会
式
、

一
〇
日

・

一

一
日

フ

ィ

リ

ピ

ン
、

一
二

日

コ

ロ

ン

ビ

ア
、

一
三

日
ガ

ー

ル
・

チ

ャ
イ

ル
ド
の

一
般

討

論
、

一
六

日
・

一
七

日

ポ

ー

ラ

ン
ド

、

一
八

日

・

一
九

日
A

M
ジ

ャ

マ
イ

カ
、

一
九

日

P

M

・

二

〇

日
デ

ン

マ
ー

ク

、

二

一
日

一
般

討

論

、

二

四

日
・

二

五

日

イ
ギ

リ

ス
と

な

っ
て

い
ま

し
た
。

子

ど
も
の
権

利

実

現

を
め
ぐ
り
手

探

り
状

態

私
が
傍

聴
し
た
委
員
会

の
質
疑
と
各
国

の

報
告
内
容
か
ら
、
ま
ず
強
く
印
象
に
残
る
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
各

国

の
条
約
を
受

け

た
法
改
正
や
現
実
的

に
打

ち
上
げ

て
い
る

手
段

に
関
す

る
委
員
会

か
ら

の
質
問

に
対

し

て
、
回
答
が
明
確

に
示
さ
れ
る

こ
と
が
な
か

っ
た

こ
と

で
す

。

ま

だ
試

験
的

机
汲
階

な

の
か
、

簡
単

に
結
果
と

し
て
現
わ
れ

る
も

の
で
は
無

い
の
か
、
絵

に
書

い
た
餅

の
状
態

に
あ
る

の

か
、
そ
れ

と
も
現
実

に
変
化
が
在
り
な
が
ら

把

握

で

き

て

い

な

い
だ

け

な

の
か

？

そ

の

よ
う
な
あ

い
ま
い
な
討
論
が
委
員
会

で
行
な

わ

れ

る
毎

に

、
委

員

会

か

ら

「

モ

ニ
タ
リ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

と

オ

ン
プ

ズ

パ

ー

ソ

ン
」

の

必
要
性
・

重
要
性

が
強
調
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
国

の
国
内
法

の
作
成

と
実
行

に
お

け

る
子
ど
も

の
権
利
条
約
と

の
関
わ

り
に

つ

い
て
も
、
終
始
委
員
か
ら
質
問
が
あ

り
ま
し

た
。
ま
た
、

N
G
O
と
政
府
間

で
の
連
絡
協

力
関
係

の
確
立
も
終
始
強
調
さ
れ

て
い
ま
し

た
。

こ

の

こ
と

は
、

モ

ニ
タ
リ

ン
グ

・

シ

ス

テ

ム
、
現
実
状
況

の
把
握
と
も
関
連
が
有

り

ま
す
。
草

の
根

の
行
動
を
行
な

っ
て
い
る
N

G
O
と
何

ら
か

の
方
法

で
情
報
交
換
を
行
な

っ
て

い
れ
ば

、
あ
る
程
度
国
内
状
況

は
把
握

で
き
現
実

に
即
し
た
行
政
措
置

、
ま
た
、
そ

の
結
果
を

調
査
・

分
析
後
必
要
と

な
る
こ
と

が
見
え
る
は
ず

だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
権
利
教
育
と
教

員
養
成

ポ

ー
ラ
ン
ド
か
ら

次

に
、
第
8
会
期
委
員
会

に
お

い
て
、
特

に
印
象
的

で
あ

っ
た
報
告
内
山谷
を
挙
げ

て
い

き
ま
す
。

今
回

の
報
告
国

で
は
、
ま
ず
ポ

ー
ラ

ン
ド

か
ら

の
先
進
的
実
施
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

ポ

ー

ラ
ン
ド
で
は
、
学
校
教
師
が
子
ど
も

の

権
利
を
理
解
す

る
必
要
性
を
充
た
す
た
め
に
、

特
別

に
人
権
問
題

に
関
し

て
ト

レ
ー

ニ
ン
グ

を
受

け
た
教
育
者
を
育
成
す

る
数
種
類

の

コ

ー

ス
を

一
九
九

三
年
、

一
九
九

四
年

に
設
置

し
、
国
・

地
方

レ
ベ
ル
で

一
〇
〇
〇
人
程
度

の
訓
練
を
受
け

た
教
師
が
登
場
し

た
こ
と

で

す

。

そ

の
ト

レ
イ

ニ

ン
グ

と

研
究

の
内

容

は

子

ど
も
や
若
者
を
研
究
対
象

と
し
て
組

み
立

て

ら

れ

て

い
る
も

の

で
す

。

ま
た
、
子

ど
も

の
権
利

の
概
念
を
広
範
囲

の
社
会
層

に
普
及
す

る
目
的

で
、
学
校

の
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中

で
親
と
子
ど

も
が
参
加

し

て
子

ど
も

の
権
利

に

つ
い
て
考

え
る
場
を
も

つ
案

や

、

テ

レ
ビ

・

ラ
ジ

オ

で

レ
ギ

ュ
ラ
ー

放
送

さ
れ

て
い
る
番

組

〝家
庭

の
弁
護
士
″

〝
そ
れ
は
間
違

っ
て
い
る
″

な
ど
が
挙
げ

ら

れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
番

組
は
親

・

子
ど
も
・

若
者
が
参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

N
G
O

の
動
き
が
把
握
出
来

て
い
る
か
と

い

う
委

員
会
か
ら

の
質

問

に
対

し

て
は
、
N
G

O
任
せ
と

い
う
回
答
だ

っ
た
が
、

N
G
O

の

サ
ポ

ー
ト
に
関
し

て
政
応
m
は
、
基
金
を
設
置

し
教
育
機
関

に
分
配
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

様

々

な
壁

に
ぷ
つ
か
る
委

員

会

コ

ロ
ン
ビ

ア
に
関

し

て
は

国

内

の
特

殊

な

状
況
も
あ
り
子
ど
も

の
権
利
実
現
が
困
難

な

状

況

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

コ

ロ
ン
ビ

ア
国

内

で
は

テ

ロ
リ
ズ

ム
が
発
生
し
、
そ

の
解
決

へ
の
糸

口
が
無
く
、
ま
た
、
軍
部
が
独

自

の

警
察
組
織
と
法
廷
を
持
ち
、
政
府
側
の
機
関

と
別
な
行
動
力
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

政
府
側
が
提
示
す
る
人
権
問
題
が
取
り
入
れ

ら
れ
な

い
と

い
う
問
題
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま

し
た
。



イ
ギ
リ

ス
は
、
委
員
会

か
ら

の
質
問

に
対

し
反
発
す
る
姿
勢
を
取
り
続
け
ま
し
た
。
委

員

の
様

々
な
質
問

に
対

し
「
政
府
と

し
て
必

要
な
処
置
を
し
て
い
る
か
，萎

天
だ
…
…
」

と

い
う
よ
う
な
委
員
会

に
対

し
て
大
き

な
お

世
話
だ
と
言
わ

ん
ば

か
り

の
回
答
を
続

け
ま

し

た

。

そ

の
質

問

の
中

に
は

、

オ

ン
ブ

ズ

マ

ン
に
関
わ

る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
代
表

拭
は
「
条
約

に
は
オ

ン
ブ
ズ

マ
ン
を

設
置
し

ろ
な
ど
と

は
善
か
れ

て

い
な

い
。

だ
か
ら
、

特

に
設
置

に
対
し

て
は
考

え
な
い
」

と

の
べ

ま
し
た
。

最
後
に
、
私
は
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
を

傍
聴
し

て
、

い
く

つ
か

の
感
想
を

も
ち
ま
し

た
。
ま
ず
、
委
員

か
ら

の
質

問
に
対
応
す

る

報
告
国

の
回
答
準
備

不
足

の
た
め
無
駄

に
時

間
を
か
け

る
こ
と

が
多

々
あ

っ
た
こ
と
で
す
。

私
も
含
め

て
で
す

が
、

日
本

で
は
委
員
会

に

対
し
て
過
剰
に
期
待
を
寄
せ
「
委
員
会
が
今

後

の
日
本

の
子

ど
も

の
権
利
実

現

の
道
筋
を

示

し
て
く
れ
る
」

と

い

っ
た
考

え
方

が
強

い

と

思
わ
れ

ま
す
。

し
か
し
、
現
実
的

に
は
聞

達

っ
て
は

い
な

い
も

の
の
、

一
報
告

国
に
与

え
ら
れ
る
報
告
・
討
論
時
間
が

一
二
時
間
程

度
と
限
ら
れ
、
細
部

に
渡
り
意
見
交
換
し
切

れ
な

い
、
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
大

き
な
概

念
的
道
筋
を
示
し

て
は

く
れ
ま
す
。
そ

の
道

筋
を
ふ
ま
え

て
政
府

に

意
見
・

要
求

し

て
い
く
、

そ
の
よ
う

に
委
員

会
を
位
置
づ
け

て
お
く

こ
と
が
、
現
実

の
子

ど
も

の
権

利
委
員
会

に
即
し
た
捉
え
方

だ
と

理
解
し
ま
し
た
。
ま
た

そ
の
考

え
方
か
ら
権

利
委
員
会
に
お
け
る
N
G
O
の
役
割
を
設
定

す
る

こ
と
が
必
要

で
あ

る
と
思

い
ま
し
た
。

●

重要なN G O・市民団体の役割

M・S・バイスさん来 日記念講演会

荒牧 垂人

国
連
「
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」

委

員

の

マ
ル

タ
・

サ

ン
ト

ス
・

バ

イ

ス
さ
ん

の
来

日
記
念
講
演
会
が

三
月

四
日
に
国
学
院
大
学

で
開
か
れ

ま
し

た
。
D
C
－
日
本
支
部
な
ど
子
ど
も

の
権

利
に
か
か
わ
る

〓
ニ
団
体

が
共

同
主

催
し
た
も
の
で
、
本
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク
も
主
催
団
体
に
名
を
連
ね
ま
し

た
。「

子
ど
も
の
権
利
委
員
会
の
役
割

と
国
内
N
G
O

の
役
割

」
と
題

し

て

講
演

さ
れ
た
バ
イ

ス
さ
ん
は

、
主

に

次

の
よ
う
な

こ
と
を
強

調
さ
れ

ま
し

た
。

条
約

は
子
ど
も
を

一
人

の

人
間
と
し
て
権
利
保
障

し

て
お
り

、

子
ど
も
自
身
も
参
加

の
権
利
が
あ
る

こ
と
。
国
内
計
画
で
条
約
実
施
を
具

体

化
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
。

そ

の

際

、

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ
等

の
視
点

が
大

切
。
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
は
締
約

国
と

の
建

設
的

な
対
話
を
通
じ

て
最

善
の
権
利
保
障
方
法
を
見
い
出
そ
う

と
し

て
い
る

こ
と
。
委
員
会
は

子
ど

も

の
権
利
保
障

の
た
め

の
全
体

的
か

つ
学

際
的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を
と

っ
て

い
る

こ
と
。
子
ど
も

の
権
利

の
た
め

の
連
帯

が
重

要
な

こ
と
等

々
。

若

干
の
質

疑

の
後
、
バ
イ

ス
さ
ん
と

N
G
O
と

の
「
対
話
」
に
移
り
ま
し
た
。

－
P
A
日
本
支
部
は
選
ぷ
権
利
を
め
ぐ

る
状
況
、
在
日
朝
鮮
総
連
合
会
や
民
族

教
育
促
進
協
議
会
は
民
族
教
育

の
現
状

と
課
題
に

つ
い
て
、
教
育
科
学
研
究
会
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
す
す
め
る
会

、

新
日
本
婦
人
の
会
、
全
国
親
子
劇
場
連

絡
会
等

は
子
ど
も

の
現
状

と
そ
れ
ぞ
れ

の
と
り
く
み

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら

の
話
を
受
け
て
、

バ
イ

ス
さ

ん
は
、
N
G
O
活
動

の
重

要
性
を
述

べ

た
上
で
、
九

五
年
は
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る

こ
と
、
N
G
O
は
粘
り
強

く
広
報

活
動
を
す
す
め
る

こ
と
、
さ
ら

に
N
G
O
は
子
ど
も
と

い

っ
し

ょ
に
活

動
し
、
子
ど
も
た
ち

の
意

見
を
尊
重
し

て
い
く

こ
と

、
そ
し

て
子
ど
も

の
活
動

に
時
間
と

ス
ペ
ー

ス
を
と
る

こ
と

の
大

切
さ
を
指
摘
し
ま
し
た
。

講
演

会
終
了
後

、
バ
イ

ス
さ
ん
を
囲

む

レ
セ

プ

シ

ョ
ン
が

開

か

れ

、
さ

ら

に

交
流
と

「
対
話
」
が
す
す
め
ら
れ
ま
し

た
。
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子
ど
も
の
権
利
基
本
法
及
び
子
ど
も
の
権
利
基
本
条
例
の
要
綱
案

日
本
教
育
法
学
会
子
ど
も
の
権
利
条
約
研
究
特
別

委
員
会
（
永
井
恵

一
委
員
長
）
は
、

一
九
九
五
年
三

月
二
九
日
、
同
学
会
第
25
回
定
期
総
会
第
2
分
科
会

に
お

い
て
「
子
ど
も

の
権
利
基
本
法
案
要
綱
案
」
及

び
「
子
ど
も
の
権
利
基
本
条
例
案
要
綱
案
」
に
関
し

て
中
間
報
告
を
行
な

っ
た
。

基
本
法
案

の
骨
子

は
次

の
と

お
り
。

Ⅰ
、
総
則
、
Ⅱ
、
国
・
自
治
体
、
親
等
の
義
務

・

責
務
、
Ⅲ
、
子
ど
も
の
権
利
の
手
続
的
保
障
、
参
加

等

、
Ⅳ
、
子
ど
も

の
権
利

の
た
め

の
基
本
的
施
策
、

Ⅴ
、
子
ど
も
庁
、
子
ど
も
審
議
会
等

の
設
置
、

Ⅵ
、

「
子

ど

も

オ

ン
ブ

ズ

パ

ー

ソ

ン
」

制

度

、

Ⅶ
、

子

ど

も

の
権
利
委
員
会
と

の
連
携
。

報
告
し
た
荒
牧
氏

は
、
「

こ
の
基
本

法

は
オ

ン
ブ

ズ

パ
ー

ソ
ン
制
度
な
ど
条
約
を
直
接
的
根
拠

に
で
き

な

い
制
度

の
法
的
根
拠
法
と
な

っ
て
ほ
し

い
」
な
ど

と
語

っ
た
。

な
お
、
こ
の
基
本
法
案
及
び
基
本
条
例
案
は
来
年

中

に
も
本

に
ま
と
め
ら
れ
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
事
務

局
に
て

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す

。
）

解
説
教
育
六
法
慨
榊

一
解
説
教
育
六
法
編
修
委
員
会
編

2
、
4
0
0
円

少
年
司
法
と
国
際
準
則

■
澤
登
俊
雄
・
比
較
少
年
法
研
究
会
著

2
、
8
0
0
円

少
年
の
非
行
防
止
と
処
遇
を
周
際
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
か
ら
嘉

す
る
。

教
育
法
と
教
育
行
政
の
理
論

〒10 1東京都千代 田区三崎 町2－22－14

℡03（3230）94 12（版 売）

l
神
田

修
編
著

3
、0
0
0
円

教
商
法
予
、
教
西
行
政
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
L
、
将
来
を
墟
望
。

三省堂

①
立
正
大
学
喜
多
ゼ
、、、
ナ
ー
ル
・
喜
多

明
人
共
編
著
『
ぼ
く
ら
の
権
利
条
約
』

エ
イ

デ
ル
研
究

所
、

一
九
九

四
年

五

月
②
波
多
野
里
望
『
逐
条
解
説
児
童
の
権

利
条
約
』
有
斐
閣
、

一
九
九
四
年

一

二
月

③
永
井
憲

一
・
寺
脇
隆
夫
編
『
解
説
子

ど
も
の
権
利
条
約
第
2
版
』
日
本
評

論
社
、

一
九
九

四
年

一
二
月

④
三
上
昭
彦
・
林
量
倣
・
小
笠
原
彩
子

編
『
子
ど
も
の
権
利
条
約
実
践

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク
』
労
働
旬
報
社
、

一
九
九

五
年

三
月

⑤

お
が
さ
た
け
し
監

修
『
子
ど
も

の
権

利
－
小
学
生
向
』
日
本
評
論
社
、

一

九
九
五
年
四
月

タ・イ ニ′フォメ ー シ主ン

条約批准後に出た
条約の本

⑥
壷

修『
子
ど
も
の
権
利
－
中
・

高
校
生
向
』
日
本
評
論
社
、

一
九
九

五
年
四
月

⑦

セ
ル
ピ
ー
／
バ
イ
ク
著
、
河
内
徳
子

・

喜
多
明
人
・
林
量
倣
・
岩
川
直
樹
訳

『

子

ど

も

の
権

利

教

育

マ

ニ

ュ
ア

ル
』

日
本
評
論
社
、

一
九
九
五
年
四
月

①
、
⑤
、
⑥
は
子
ど
も
向
け
の
条
約

の
本
。
⑤
と
⑥
は

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
N

G

O

グ

ル

ー
プ

作

成

：
M
Y
 
R
H
G
H
T
一
、

の
訳
本
。
④
、
⑦
は
学
校
現
場
向
け

の

本

。

⑦

は

セ

ル

ピ

ー
／

バ

イ

ク
が

イ

ギ

リ

ス
の
学
校
向
け

に
授
業
用

に
書
き

お

ろ
し

た
事
例
集

で
あ
る
が
、

日
本

の
授

業
を

く
ぐ

ら
せ
て
い
る
と

こ
ろ
に
特
色

が
あ

る
。

（
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務

局
）
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